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民
主
党
政
権
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
先
送
り

す
る
な
か
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
今
す
ぐ
廃
止
！　

守
ろ
う
い
の
ち
！　

な
く
せ
貧
困
！　

近
畿
総
決
起
集
会
」

が
５
月
22
日
、
エ
ル
お
お
さ
か
（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
か

れ
た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
１
０
０
０
人
が
怒
り
の
声
を

上
げ
た
。
近
畿
２
府
４
県
の
保
険
医
協
会
や
市
民
団
体
、
労

働
組
合
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
。
協
会
か
ら
は

役
員
や
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
ら
49
人
が
参
加
し
た
。

　

古
代
の
中
国

の
国
家
は
倭
の

国
に
親
書
や
印

璽
（
い
ん
じ
）

な
ど
を
下
付
し
て
く
れ
る
だ

け
で
内
政
に
干
渉
し
た
り
し

な
か
っ
た
。

　

現
在
の
ア
メ
リ
カ
は
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

か
を
盾
に
ペ
ッ
ト
相
手
の
よ

う
に
日
本
を
構
い
ま
く
る
。

口
う
る
さ
い
構
い
屋
の
元
で

日
本
は
終
身
雇
用
制
度
や
皆

保
険
制
度
を
作
り
上
げ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
構
う
相
手
は
世

界
中
に
お
り
、
そ
の
多
忙
の

隙
を
つ
い
て
つ
く
っ
た
制
度

だ
ろ
う
が
、
終
身
雇
用
制
度

は
ほ
ぼ
完
全
に
潰
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
極
東
代
理
店
み

た
い
な
歴
代
自
民
党
政
権
は

勤
勉
で
、
国
民
皆
保
険
の
方

も
今
や
風
前
の
灯
で
あ
る
。

　

空
港
や
道
路
だ
け
で
な
く

不
要
な
港
湾
施
設
を
や
た
ら

と
つ
く
っ
て
超
高
価
な
釣
り

堀
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

そ
の
巨
額
の
負
債
は
国
民
の

負
担
で
改
善
策
と
し
て
は
増

税
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
削
減

し
か
提
案
し
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
政
権
に
米
さ
え
腹

一
杯
食
え
れ
ば
一
揆
も
起
こ

さ
ず
大
人
し
い
国
民
も
Ｎ
Ｏ

を
突
き
付
け
た
。
だ
が
道
の

り
は
ま
だ
遠
い
。
一
度
の
政

権
交
代
く
ら
い
で
解
消
で
き

る
負
債
で
は
な
い
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
実
行

委
員
長
の
松
井
幹
治
氏
（
年

金
者
組
合
大
阪
府
本
部
委
員

長
）
は
、
民
主
党
政
権
の
公

約
違
反
を
批
判
し
た
上
で
、

「
参
院
選
に
向
け
、
近
畿
か

ら
日
本
全
国
に
こ
の
声
を
発

信
し
、
何
と
し
て
も
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　

住
江
憲
勇
保
団
連
会
長

は
、「
民
主
党
政
権
の
今
年

度
予
算
は
、
国
民
生
活
の
危

機
を
打
開
す
る
に
は
ほ
ど
遠

く
、
財
政
難
を
口
実
に
消
費

税
増
税
を
狙
う
見
え
透
い
た

予
算
で
し
か
な
い
。
国
家
財

政
運
営
の
最
優
先
課
題
は
、

税
の
再
分
配
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
。
そ
の
世
論
を
全

国
的
に
高
め
る
契
機
に
し
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

宮
本
岳
志
衆
院
議
員（
共
産
）

守
ろ
う
命 

な
く
せ
貧
困

１
０
０
０
人
が
決
起

も
駆
け
つ
け
、
社
会
保
障
充

実
へ
連
帯
を
呼
び
か
け
た
。

　

基
調
報
告
し
た
副
実
行
委

員
長
の
小
松
孝
充
氏
（
全
日

本
民
医
連
理
事
・
西
淀
病
院

院
長
）は
、「
私
た
ち
の
運
動

が
政
権
交
代
を
実
現
し
、
高

校
生
へ
の
国
保
証
発
行
拡
大

や
父
子
家
庭
へ
の
生
活
保
護

加
算
な
ど
多
く
の
成
果
を
勝

ち
取
っ
た
」
と
強
調
。
そ
の

上
で
、「
新
政
権
は
医
療
、
教

育
、
福
祉
な
ど
国
民
生
活
の

充
実
を
願
う
私
た
ち
の
期
待

に
は
応
え
て
い
な
い
。
参
院

選
で
は
さ
ら
に
政
治
を
変
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と

力
を
込
め
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
や
難
病
患

者
、派
遣
労
働
者
、医
師
な
ど

の
立
場
か
ら
、
現
場
の
実
態

や
取
り
組
み
を
発
言
。
笑
福

亭
松
枝
師
匠
が
落
語
「
ス
ト

ッ
プ
・
ザ
・
医
療
崩
壊
」
を

披
露
し
、会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し

た
後
、
参
加
者
は
扇
町
公
園

ま
で
約
２
㌔
㍍
を
デ
モ
行
進

し
た
。「
今
す
ぐ
廃
止
」と
書

か
れ
た
う
ち
わ
を
突
き
上

げ
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
今
す
ぐ
や
め
ろ
」「
窓
口
負

担
を
下
げ
ろ
」
と
声
を
上
げ

た
。（
２
面
に
大
阪
関
連
の
賛

同
団
体
・
国
会
議
員
一
覧
）

事
、
古
田
光
行
、
宮
本
辰
雄

両
監
事
が
参
加
し
た
。

　

長
尾
敬
衆
院
議
員（
民
主
）

は
、
明
細
書
発
行
義
務
化
に

対
し
、「
見
る
だ
け
で
病
名
ま

で
分
か
る
の
は
問
題
だ
」
と

指
摘
。
竹
本
直
一
衆
院
議
員

（
自
民
）は
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
廃
止
に
つ
い
て
「
民
主

は
財
源
が
な
い
の
に
無
茶
な

政
策
を
掲
げ
す
ぎ
た
」
と
批

判
し
た
。
宮
本
岳
志
衆
院
議

員（
共
産
）は
、「
民
主
が
新
高

齢
者
医
療
制
度
案
で
対
象
年

齢
を
引
き
下
げ
た
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
」、
山
下
芳
生

参
院
議
員（
共
産
）は
「
民
主

が
国
民
を
裏
切
る
の
は
、
米

国
や
財
界
に
モ
ノ
が
言
え
な

　

参
院
選
を
前
に
し
て
、
与

党
の
民
主
党
も
野
党
の
自
民

党
も
支
持
率
が
上
が
ら
ず
、

有
権
者
の「
二
大
政
党
離
れ
」

が
起
こ
っ
て
い
る
理
由
は
ど

こ
に
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
鳩

山
政
権
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

か
ら
説
明
さ
れ
る
。

　

鳩
山
政
権
は
、
も
と
も
と

互
い
に
異
質
な
上
半
身
と
下

半
身
の
二
つ
を
も
っ
て
成
立

し
た
も
の
だ
っ
た
。
上
半
身

と
は
、
小
泉
政
権
以
来
の
構

造
改
革
路
線
と
は
一
線
を
画

す
「
脱
構
造
改
革
」
を
志
向

す
る
部
分
で
あ
る
。
国
民
世

論
は
、
小
泉
構
造
改
革
に
よ

る
格
差
・
貧
困
問
題
の
深
ま

り
な
ど
で
、
す
で
に
２
０
０

造
改
革
」
に
切
り
替
え
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
総
選
挙

で
も
功
を
奏
し
て
、
民
主
党

は
見
事
政
権
交
代
を
や
り
と

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
民
主
党
の
下

半
身
に
は
、
同
じ
「
構
造
改

革
」
路
線
上
で
小
泉
政
権
と

競
い
合
っ
た
岡
田
・
前
原
代

表
期
の
体
質
が
今
な
お
残
っ

て
い
る
。
一
言
で
い
う
と
、

そ
れ
は
新
自
由
主
義
路
線
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の

き
の
課
題
、
つ
ま
り
伝
統
的

な
自
民
党
の
利
益
誘
導
型
土

建
国
家
を
破
壊
す
る
こ
と
で

あ
る
。
日
本
の
福
祉
国
家

は
、
社
労
族
と
か
厚
労
族
と

呼
ば
れ
る
族
議
員
と
結
び
つ

　

鳩
山
政
権
の
こ
う
し
た
上

半
身
と
下
半
身
は
、
実
際
に

２
０
１
０
年
度
予
算
編
成
に

反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
上
半
身
部
分
を

反
映
し
て
、
社
会
保
障
関
係

新
自
由
主
義
路
線
は
、
日
本

の
場
合
、
二
つ
の
こ
と
を
課

題
に
し
て
き
た
。
一
つ
は
、

福
祉
国
家
を
解
体
・
縮
小
す

る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ

は
、
小
泉
首
相
が
「
自
民
党

を
ぶ
っ
壊
す
」
と
い
っ
た
と

き
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
面

が
あ
る
た
め
に
、
小
泉
政
権

以
来
の
新
自
由
主
義
は
、
一

言
で
い
う
と
「
自
民
党
型
利

益
誘
導
政
治
の
も
と
で
の
福

祉
・
土
建
国
家
」
の
解
体
に

向
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

て
、
下
半
身
部
分
を
反
映
し

て
、
公
共
事
業
関
係
費
は
18

・
３
％
減
で
か
な
り
の
削
減

と
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
下

半
身
は
上
半
身
を
制
約
す
る

た
め
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
や
、
医
療
費
を

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
並
み
に
引
き
上
げ

る
と
す
る
民
主
党
の
公
約
は

守
ら
れ
ず
、
診
療
報
酬
は
わ

ず
か
０
・
19
％
の
微
々
た
る

（
実
質
上
は
ゼ
ロ
に
近
い
）

も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

か
つ
て
自
民
党
と
共
有

し
、
い
ま
な
お
民
主
党
の
下

半
身
に
残
る
新
自
由
主
義
路

線
が
、
社
会
保
障
に
前
向
き

な
上
半
身
を
制
約
し
、
民
主

党
政
権
の
上
下
両
半
身
を
ね

じ
れ
状
態
に
陥
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
、
こ
れ
が
昨
年
に
は

な
か
っ
た
参
院
選
前
夜
の
情

勢
の
特
徴
で
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

ね
じ
れ
状
態
に
陥
る
民
主

新
自
由
主
義
が
社
会
保
障
を
制
約

民
主
議
員
「
病
名
分
か
る
の
は
問
題
」

明
細
書
義
務
化
撤
回
を
要
請

国会行動

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

長尾敬衆院議員（民主・正面奥）

予
算
は
久
し

ぶ
り
に
９
・

８
％
の
増
加

と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し

二
宮
厚
美 

神
戸
大
学
教
授

2
0
1
0

2
0
1
0

参
院
選

参
院
選

医
療
・
社
会
保
障

②

行
方

のの

７
年
の
参
院
選
時
点
で
、

「
構
造
改
革
」
政
治
に
嫌
気

を
さ
し
て
い
た
か
ら
、
当
時

の
小
沢
民
主
党
は
こ
の
世
論

を
受
け
と
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
上
半
身
部
分
を
「
脱
構

　

協
会
は
、
患
者
負
担
軽
減

・
明
細
書
義
務
化
撤
回
な
ど

を
求
め
、
国
会
要
請
行
動
を

５
月
27
日
、
取
り
組
ん
だ
。

伊
津
進
弘
理
事
長
、
小
山
榮

三
理
事
・
相
談
役
、
森
啓
理

道行く人に後期高齢者医療制度廃止
を訴える協会役員ら＝５月22日、大
阪市内　　　　　　　　　　　　　

竹本直一衆院議員（自民・中）

宮本岳志衆院議員（共産・右）

患者負担減めざし
新ポスター作成

　協会は、窓口負担軽減の患
者署名を広げるために新ポス
ターを作成しました。追加の
署名用紙をご希望の方は事務
局までご連絡ください。

医
師
・
歯
科
医
師

患
者
・
市
民
ら　

山下芳生参院議員（共産・右）

い
弱
点
が
あ
る
か
ら

だ
」
と
強
調
し
た
。

　

患
者
負
担
軽
減
を

求
め
る
患
者
署
名
２

０
０
２
筆
を
山
下
議

員
と
、
市
田
忠
義
参

院
議
員（
共
産
）秘
書

に
手
渡
し
た
。（
２

面
に
要
請
先
一
覧
）


